
平成２７年６月３０日

平成２６年度の主な事業報告

社会福祉法人ぱれっと

社会福祉事業

（１）ぱれっとハウス【共同生活援助事業】 期間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

   ユニット１ さるびあ  定員 6 名 （鶴見区仲通）

   ユニット２ かのん   定員 7 名 （鶴見区鶴見中央）

   ユニット３ ロンド   定員 7 名 （鶴見区鶴見中央）

①概況

ぱれっとハウスでは入居者の希望を尊重した個別支援計画を作成し、日常生活に関する

支援や定期的な相談支援を行いました。

入居者の日常生活に変化があった時や精神疾患以外の病気にかかった時など、必要に応

じて通院同行をしたり、ご家族・関係機関とカンファレンスを行い、情報共有をしました。

また、服薬の管理が困難な入居者には日々の薬のセットや服薬確認を行いました。内科疾

患のある入居者については、血圧測定や体重測定を行い、体調管理を行いました。

個別支援としては、衣類・生活用品の買い物や役所、銀行等の手続きなど、一人では困

難だったり、判断ができない時などに同行をしました。また、清潔を保持するための支援

として、入居者と一緒に居室の掃除を行いました。

平日は入居者と職員で夕食の調理を行い、夕食提供を行いました。月に数回、入居者の

希望で献立を考え調理をしたり、夕食材料宅配業者と相談し、特別メニューを提供するな

ど、入居者の食生活が豊かになるよう支援しました。第 3 日曜日には職員が希望者へ昼食

提供を行いました。

地域の防災訓練、町内清掃、もちつき大会、お祭りに参加し、近隣と交流を図りました。

3 ユニット合同のレクリエーションとして、地域のイベント（総持寺イルミネーション）

参加や、お正月には初詣・カラオケなどを行い、全ユニットの入居者が交流し楽しいひと

ときを過ごしました。

②実績

ユニッﾄ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

さ

る

び

あ

実人数 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 68

(退去) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2



(入居) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(入院) 0 0 0 0 1 2 2 2 1 1 1 0 10

か
の
ん

実人数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 84

(退去) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

(入居) 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

(入院) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 4

ロ
ン
ド

実人数 6 6 6 6 6 6 6 6 7 7 7 7 76

(退去) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(入居) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

(入院) 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3

計 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

体験入居・・・2 月かのん 1 名、3 月さるびあ 1 名

③入居者の概要   平成 27 年 3 月 31 日現在

年代別：入居者計  18 人（男性  16 人、女性 2 人）                

（単位 人）

～20 歳 ～30 歳 ～40 歳 ～50 歳 ～60 歳 ～70 歳 71 歳～ 計

1 1 4 7 5 18

  

障害支援区分             （18 名）

  

  

④支援実績

業務 回数 実人数 内容

個別支援計画作成 38 19 目標の作成

通院同行 88 15 精神科・他科通院同行

個別同行支援 123 16 通所先見学、買い物、旅行、銀行・役所

手続き等同行、散歩

入院中支援 37 4 面会、役所代理申請、他科通院同行等

その他・・・日々の服薬管理 8 名、金銭管理 5 名

ユニッﾄ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５

4 10 4 0 0



⑦防災教育・訓練・点検

項目 内容 参加者他 人数

さ
る
び
あ

8 月 27 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

10 月 27 日 消防立入検査 設備・消火器等の確認

10 月 27 日 防災訓練 火災想定避難経路確認 参加者  4 名

11 月 16 日 津波避難訓練 避難場所へ移動 参加者  4 名

2 月 16 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

か
の
ん

8 月 27 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

9 月 7 日 防災訓練 火災想定避難経路確認 参加者  6 名

1 月 6 日 消防立入検査 設備・消火器等の確認

2 月 16 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

3 月 9 日 防災訓練 地震想定避難経路確認 参加者  7 名

ロ
ン
ド

8 月 27 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

9 月 7 日 防災訓練 火災想定避難経路確認 参加者  5 名

10 月 8 日 消防立入検査 設備・消火器等の確認

2 月 16 日 火災報知器点検 設備点検 業者による点検

3 月 16 日
防災訓練

地震・火災想定避難経路

確認
参加者  6 名

（２）ぱれっとワークスれんげ 期間：平成２６年１１月１日～平成２７年３月３１日

①概況

  主たる事業所ぱれっとワークスれんげ・従たる事業所ぱれっとワークス自然館は、平

成 26 年 11 月より 1 つの事業所として就労継続支援Ｂ型の事業を開始しました。

  利用者それぞれの適正に応じた作業を選択できるよう、各作業のチーム分けを行 いま

した。

ぱれっとワークスれんげではフィールドチーム（清掃・洗車・草刈）・クッキングチー

ム（昼食作り）・オフィスチーム（内職・レシート仕分け）に分かれ作業に取り組 みまし

た。

公園清掃には多くの利用者が参加し、綺麗に掃除することで目に見えた達成感を得る

ことができました。

安定した内職確保のため取引企業を増やし、納期を意識して作業するなど利用者の意

欲向上を図りました。レシート仕分けは新しい作業でしたが、繰り返し行うことで徐々

に作業手順を理解し、利用者一人一人が責任感を持って取り組むことができました。

ぱれっとワークス自然館では製造チーム・販売チームに分かれお菓子の製造・販売を

中心に活動しました。試作を重ね、新商品の開発に取り組むとともに、既存の商品の品

質管理を行いました。更なる新商品の開発や日持ちのするラッピングが今後の課題です 。

また売上向上のため販路拡大を試みた。販売がない日には資源回収を行い販売以外の

作業導入も行った。

月に 1 回チームミーティングを実施し、意見交換をしながら作業が円滑に進むよう努



めました。利用者が経験を重ねることで自信につながり、より意欲的に作業に参加する

ことができました。

  また、利用者の個別支援では、個別支援計画を作成し各自の目標に沿った支援を行っ

た。日々の様子を見守り、個別面談・通院同行・関係機関との連絡調整など必要に応じ

て行いました。

②実績                               （単位 人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

開所日数 21 19 20 21 24 105

れんげ通

所者数
273 258 240 244 310 1325

自然館通

所者数
250 176 205 205 213 1049

全体通所

者数
523 434 445 449 523 2374

新規通所

者数
0 0 0 0 3 3

退所者数

0
3 0 0 0 3

（内 体

験利用）
0 0 0 1 4 5

③登録者の概要  （）内は市外利用     （平成 27 年 3 月 31 日現在）（単位 人）                                 

～20 歳 ～30 歳 ～40 歳 ～50 歳 ～60 歳 ～70 歳 71 歳～ 計

男性 0 0 2 11（1） 7 3 0 24

女性 0 1 6 3 1 1 1 13

計 0 1 8 15 8 4 1 37

④作業実績

   1、フィールドチーム

項目 回数 作業内容 人数

鶴見中央地域ケアプ

ラザ清掃 49 回

鶴見中央地域ケアプラザの駐車場・

エントランス・エレベーター・ホー

ル・トイレの清掃作業。

158 人

アパート清掃

15 回

反町・元宮・上末吉のアパート共有

部分や駐車状の清掃作業。

56 人

鶴見駅東口バスター

ミナル清掃

20 回 鶴見駅東口バスターミナルの清掃作

業。

80

人

洗車 矢向・寺尾地域ケアプラザ送迎用自 19 人



7 回 動車の洗車作業。

草刈 2 回 個人宅の庭の草刈・清掃作業。 12 人

公園清掃 14 回 区内公園の清掃作業。 90 人

居室清掃 1 回 グループホームの居室内清掃。 3 人

お寺清掃 1 回 お寺の敷地内清掃作業。 8 人

ポスティング

11 回

鶴見区社会福祉協議会が発行する福

祉つるみを各戸に配布。 26 人

    

2、オフィスチーム

項目 回数 作業内容 人数

ボールペン組立 56 回 ボールペンの組立・検品作業。 440 人

書類の整理作業 90 回 レシート・領収書等を分類し、整理

する。またその合計額を計算するこ

ともある。

164 人

箱折り 11 回 お菓子の箱作り。 92 人

封入・発送作業 3 回 事業所の作業予定を送付。 16 人

封筒作り 16 回 封筒の折り・名札付け作業。 64 人

洗濯 6 回 鶴見区社会福祉協議会にあるサンタ

の衣装洗濯作業。

8 人

    

    3、クッキングチーム

項目 回数 作業内容 人数

昼食作り 90 回 昼食メニュー決め、買い物、調理作

業。

92 人

    4、製造チーム

項目 回数 作業内容 人数

製菓 101 回 マドレーヌ・クッキー等 1045 人

カレー 22 回 カレー 88 人

    5、販売チーム

項目 回数 作業内容 人数

カレー店 21 回 カレー店の営業 42 人

定例販売 34 回

区内地区センタｰ・ケアプラザ・西井

病院デイケア・区役所ロビー・コメ

ットで製菓の販売

38 人

鶴っこ市場店 37 回 鶴見市場駅で鶴っこ製品の販売 103 人

鶴っこワゴン販売 12 回 鶴見区役所で鶴っこ製品の販売 36 人



その他販売 7 回 鉄道フェスタ・鶴見法人会・丘の上

春祭り等

34 人

資源回収 12 回 ダンボール・紙ごみの回収 24 人

  平均工賃 7,718 円/月

（３）みのり 期間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

① 概況

・4 月～10 月

受託作業(内職・メール便・清掃・ポスティング)を中心に働くことを目的として活

動をしました。コンスタントに仕事を得ることが出来、多くの利用者が参加し、仕事

を成し遂げた達成感がありました。また、作業量に応じてより公平に工賃を分配する

ことを試みました。これにより、働く意欲の向上につながるとともに、利用者相互の

助け合いの関係を築くことが出来ました。

・11 月～3 月

「れんげの家」「自然館」の就労継続支援 B 型事業への移行に伴い、作業内容を主に

内職と自主製品の製造販売とし、内職は、利用者の作業能力 (手先の器用さ、集中力

等)を把握することに重点を置きました。また、作業時間、休憩時間は利用者各々の自

己管理としました。繰り返し作業手順の説明を行うことで、これまで不得意だった作

業に対しての一定の能力の向上が図られ、作業への自発性を高めることができました。

おかき・ストラップ、雑貨の販売のため「みのりマルシェ」をオープンしました。

店番は当番制にし、内職に参加しない利用者の作業として位置付けました。今後は、

さらに安定した売上を確保するため、地場産野菜など取扱商品の充実を図っていくこ

とが課題です。

ティーサロンは後半、午前中で帰宅する利用者が多いため、参加人数が少なくなり

ました。午後の活動の充実が課題となりました。

レクリエーションは利用者の希望または意向をうけて企画し、利用者相互の交流と

リフレッシュ・余暇活動支援を目的としました。また、内職作業のない時間帯にビデ

オを上映するなどのプログラムの導入を試みました。健康維管理の取り組みとして、

体重や体脂肪の測定や１週間ごとの血圧変動を計測を促しました。また卓球を月 2 回

行い、健康維持プログラムを導入しました。

・1 年を通して

利用者の日々の様子を把握し、必要に応じて個別面談を行い、各自の病状の悪化、抱

えている問題を早期に発見し、解決に取り組みました。

②実績                               （単位 人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

開所日数 21 20 21 22 22 20 21 18 19 19 19 22 244

延べ人数 203 209 233 232 192 216 209 211 209 219 185 233 2551

（ 内 体 験 利 用 ） 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3



③利用者の概要  （）内は市外利用     （平成 26 年 3 月 31 日現在）（単位 人）                                 

～20 歳 ～30 歳 ～40 歳 ～50 歳 ～60 歳 ～70 歳 71 歳～ 計

男性 0 1 0 3 8 1 0 13

女性 0 2 2 3 2 2 1 12

計 0 3 2 6 10 3 1 25

④作業実績

作業項目 回数 内容

内職 226 ペンの袋詰め、箱詰め・ボールペン組立て等

クロネコメール便 115 メール便の仕分け、配達

清掃 99
鶴見東口バスターミナル・鶴見中央ケアプラザ・

アパートの共有部分・草刈

ポスティング 56 不動産チラシ・広報福祉つるみの配布

昼食づくり 124 月・水・金の昼食づくり

おかき作り 19 かき餅を油で揚げ、袋詰めにして販売

みのりマルシェ 56 自主製品のおかき、雑貨の販売

豆販売 19 乾燥豆類の販売

ストラップ作り 5 ビーズスラップの作成

げんき会ニュース

発送
10 編集・印刷・封入・投函

平均工賃   4,149 円/月

（４）れんげの家 期間：平成２６年４月１日～平成２６年１０月３１日

①概況

   自主製品（マドレーヌ・プリン石鹸・革細工）の製造や受託作業の内職では、利用

者が作業に集中できるように環境を整え１階の店舗等も作業部屋として導入をしまし

た。これにより、製品の増量・販売への意欲・工賃アップにつながりました。

   毎年恒例となったミュージックベル演奏会では新たな慰問も増え、音響やカメラマ

ン・アシスタント等各自が参加できることで地域の方々との交流をしました。

長年の課題でもあった体調管理では月１回のケアプラザでの体操以外に定期的に施

設内で椅子を使用したストレッチや体操・散歩などを取り入れ健康維持への意識付け

を図りました。

   各々目標を持ち活動に参加できるよう個別支援計画をたて、その計画に沿った支援

をしました。11 月より就労継続 B 型事業所への移行・作業内容の変更等もあり、家族

懇談会や必要に応じて個別面接を強化し情緒の安定に努めました。

   後期は就労継続支援 B 型事業所への移行準備として、自主製品の製造縮小と清掃・

草刈・内職等の充実を図りました。１階の作業部屋を改築し、作業できるスペースを



広げました。

  10 月 31 日をもって事業を終了、ぱれっとワークスれんげへ事業移行を行いました。

②実績                               （単位 人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

開所日数 21 20 21 22 18 20 21 143

延べ人数 357 317 357 368 316 313 334 2362

（内 体

験利用）
2 0 1 0 0 0 0 3

③登録の概要  （）内は市外利用     （平成 26 年 10 月 31 日現在）（単位 人）                                 

～20 歳 ～30 歳 ～40 歳 ～50 歳 ～60 歳 ～70 歳 71 歳～ 計

男性 0 0 6 6 2 0 0 14

女性 1 1 2 4 2 0 0 10

計 1 1 8 10 4 0 0 24

④作業実績

項目 回数 作業内容

製菓 123 マドレーヌ、惣菜パン

革製品制作 60 キーホルダー、定期入れ、カードケース

プリン石鹸 13 廃油を原料とした石鹸づくり

内職 86 ボールペンの組み立て

項目 回数 作業内容

清掃 27
鶴見中央ケアプラザ共有スペース清掃・

反町アパート清掃・バスターミナル清掃

洗車 6
矢向・寺尾地域ケアプラザ送迎車の洗

車・室内清掃

ポスティング 19 福祉つるみ配布

洗濯 3 共同募金タスキ洗濯

鶴っこワゴン販売 22 鶴っこ製品の販売

定例販売会 40

寺尾・末吉・生麦地区センター、矢向・

駒岡地域ケアプラザ・西井病院デイケア

で自主製品の販売

その他の販売会 9

馬場花木園・田祭り・青空バザー・鶴見

川サマーフェスティバル・とちの木祭

り・イトーヨーカ堂・千代田化工販売・

鶴見教会バザー



資源回収 9 ダンボール・紙ごみの資源回収

草刈 2 個人宅草刈

昼食づくり 135 昼食づくり

平均工賃  5,814 円/月

（５）自然館 期間：平成２６年４月１日～平成２６年１０月３１日

①概況

  設立 20 周年を迎え、利用者や関係機関にご協力をいただき記念誌を発行しました 。  

  作業は、自主製品製造(製菓・製パン)に重点を置き、利用者のアイデアや意見を取

  り入れながら試作、試食をして新商品の開発を楽しみながら行いました。新作のパン

は、定期販売先で好評でした。また、受託作業では「福祉つるみ」のポスティングエ

リアを見直し部数を 3 倍強増やし工賃アップを図りました。

   レクリエーションは、参加者が少人数であっても『ぜひ行ってみたい所』をテーマ

  に検討しました。日々の会話の中からニーズを拾い、話し合い決定していく過程で、

情報収集や利用者間の話し合う力を養うことも目的としました。

   個々のニーズに沿い、自然館での経験を経てステップアップの為の相談支援を行っ

  いました。様々な活動のなか各々の個性が生かされ、尊重し協力しあえる仲間として、

11 月からの就労継続支援Ｂ型事業所への移行後の基盤となるよう活動を続けてき ま

した。

  10 月 31 日をもって事業を終了、ぱれっとワークスれんげへ事業移行を行いました。

②実績 (  )…市外利用                                

（単位 人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

開所日数 21 20 21 22 19 19 21 143

延べ人数 309

(2)

286

(3)

307

(1)

333

(3)

274

(4)

274

(5)

298

(4)
2081(22)

（内 体

験利用）
2 8 16 5 6 2 0 39

③登録者の概要  （）内は市外利用     （平成 26 年 10 月 31 日現在）（単位 人）                                 

～20 歳 ～30 歳 ～40 歳 ～50 歳 ～60 歳 ～70 歳 71 歳～ 計

男性 0 1 3 5(1) 1 3 0 13(1)

女性 0 1 3 2 1 1 0 8

計 0 2 6 8 2 4 0 21(1)



④作業実績

項目 回数 内容 人数

製菓 138
クッキー、サブレ、パウンドケーキ等

の製造

1921 人

製パン 64
食パン、ロールパン、あんぱん等の製

造

カレー店営業 30 カレーライスの店舗営業

鶴っこ市場店担

当
55 鶴っこ市場店の営業

139 人

定例販売 7

矢向ケアプラザ、鶴見市場ケアプラザ

（コメット）

鶴見区役所ロビー

29 人

洗車 6
矢向ケアプラザ、寺尾ケアプラザ送迎

車の洗車

10 人

ポスティング 10 区社協会報誌の配布 11 人

内職 8 ボールペン組立 14 人

販売会 6

馬場花木園、青空バザー、鶴見川サマ

ーフェスティバル、ゆうづる夏祭り、

三者の会、オール市場運動会、矢向と

ちの木まつり

57 人

草刈 1 個人宅 3 人

平均工賃 5,639 円/月


